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所管課 教育総務課

天候や熱中症の影響を受けずに、計画的にプール授業ができるなどの教育環境を整備するため、建替えを行う学
校プールを屋内化します。また、屋内化した学校プール、市有温水プール、民間温水プールを活用し、プール施設
数の集約を図ります。

・2026年度以降は、町田第四小学校は民間温水プールではなく、町田第一中学校のプールを利用します。それに
ともない、2026年度以降、市有温水プールを使用したプール集約校数は１校増え、民間温水プールを利用する校
数は１校減ります。
・その他、市有温水プールを使用したプール集約校については、工程どおり集約できるよう進めていきます。

2026年度 2027年度 2028年度

260605報告分

・町田第四小学校が利用していた民間温水プールが、事業者都合の事情により、2026年度は利用できない状況と
なりました。

活動指標
現状

2022年度

工程表

2024年度 2025年度

●建替えを行う学校にプールを設置する際は、プールを屋内化し、教育環境の向上を図ります。
●屋内化する学校プールや市有温水プール（中学校温水プール、市立室内プール）を複数校で活用します。
●2040 年度時点で市立小・中学校41 校中プールの設置数を27 校程度に集約します。そのうち、建替えにより屋
内化した学校プールは10 校程度、中学校の温水プール3 校、既存のプールを使用する学校は14 校程度と想定し
ています。
●民間温水プールに移動が可能な学校で、既存プールの老朽化が進む学校は、民間温水プールの活用を検討し
ます。
●屋内化する学校プールや市有温水プールへの移動は、移動時間短縮や負担軽減を考慮し、バス移動について
も検討します。

施策１　将来を見据えた多様な学びの環境を整備する

学校プール施設の機能向上


